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【目的】老年看護学実習における認知症高齢者との出会いは、学生にとって未知の世界へ
関心を寄せ、自分が看護専門職者として何ができるのかを考える機会である。そこで学生
は、認知症高齢者と関わり、様々な問いを抱きながら、対象者を理解しようと試行錯誤す
る。このようなプロセスは、高齢者とともに生活したことのない、さらには認知症高齢者
と関わった経験がない者にとって、手さぐりの道のりであり、平易なものではないだろう。
本研究では「学生は何に関心を持ち、そこからどのような問いを見出していくのか」をリ
サーチクエスチョンに据え、認知症高齢者と関わりながら試行錯誤する行為の意味を探る
ことを目的とする。このように、対象者の生活世界に迫る方法を、問いという視点から探
ることは、その人らしさを重視した認知症高齢者ケアの一助となると考える。  
【研究方法】研究デザイン：質的帰納的研究デザイン。データ収集：学生の視点から実習
を捉えたデータが必要である。そのため、研究協力者の中から無作為に選んだ 3 名の実習
記録を分析対象とする。実習記録内容を分析する際は、学生がどのような環境下で実習し
ていたかを加味する必要がある。そこで、学生の日々の様子や対象者との関係性、スタッ
フとのやりとりを参加観察法により収集し、実習記録を分析する際の参考資料にする。  
データ分析方法：学生が実習という環境の中で、認知症高齢者の理解を深めるプロセスを
解明するにあたり、これまで実践の詳細な分析から、道具を携えた人間の行為を解明して
きた媒介行為論（ワーチ ,1991）の枠組みを援用する。媒介行為論がしめす行為の成り立
ちを参考に、以下の方法でデータを分析する。①実習記録を時系列に辿る。②日々の実習
記録に記載されていた情報を抜き出す③何に関心を持っているかを分析シートに記載して
いく。④寄せている関心のまとまりを、実習の経過を踏まえて、局面で区分する。⑤対象
者理解のプロセスと各局面の関係を図で示す。⑥構成した図において問いが生まれた場所
を位置付ける。  
【結果】それぞれの事例で、複数の試行錯誤の痕跡が認められた。それは大きく３つに分
けられる。１）目の前に起こった現象を理解するための思考錯誤。この時学生は、疾患モ
デルを基盤とした問題解決思考や悲観的な老年観から生まれた問いを持っていた。２）実
習生である自分がやるべきことを決めるための試行錯誤。この時学生はスタッフが実施す
るケアとテキストの相違点を探し、その差異による違和感から問いを抱いていた。３）受
け持ち対象者の、より豊かな生活を目指した試行錯誤。この時、学生は、その人が固有に
持つニーズに強い関心を抱いていた。また同時に、対象者の反応にケアの手ごたえを感じ
相手を理解することの面白さを表現していた。 
【考察】結果より、問いには、２つの種類があるといえる。1 つ目は試行錯誤の痕跡１）
２）で見られた、テキストや高齢者との乏しい関わりで培った老年観を枠組みとして、現
象を解釈するプロセスで生まれた問いである。2 つ目の問いは、試行錯誤の痕跡３）で見
られた、実習中、認知症高齢者その人の独自性に触れ生まれた問いである。環境や個人的
背景を加味したケアが必要である認知症高齢者看護にとって、２つ目の問いは、認知症高
齢者のニーズを捉える問いだといえる。そして、この問いは認知症高齢者の一見理解が難
しい行動を理解する手段であるとともに、やりがいの醸成に関係する要素であることが示
唆された。 
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